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　【国頭】国頭村教育委員会主催のグルクン釣り・魚さばき

体験学習が�日に開かれ、村内３小学校の５年生（奥間�人

・辺土名�人・安田３人）が参加した。村の西海岸沖でグル

クン釣りをし、釣れた魚を国頭漁業協同組合施設のセリ場で

さばいた。身近な海で取れる県産魚などを地元の大人から直

接学べる機会となった。

　国頭漁業協同組合（村田佳久

組合長）が協力して、組合職員

うみんちゅ

や地元海人がガイドを務めた。

国頭漁協職員の枝川博也さんは

「分からないことは遠慮なく聞

いて学んで」とあいさつした。

　児童らは午前８時半に漁船で

出港した。釣りの仕掛け、餌入

れ、糸の垂らし方、船上でのマ

ナーなどの指導を受けた。釣り

ポイントに到着すると、開始早

々にグルクンが釣れだした。

　初めて経験した児童は、なか

なか手で魚をつかめなかった

が、徐々に慣れていった。さお

の感触を確かめながら一生懸命

に巻き上げ、魚が姿を見せると

笑顔で「楽しい」と声を上げた。

約２時間でグルクン、クチナジ、

タマン、オジサンなど多種多様

な魚が釣れた。１人で�匹を釣

り上げた児童もいた。

　帰港後は「釣った魚を自分で

さばいて食べる」を実践した。

うろこを取り、下処理などを学

んだ。さばいた魚は全て真空パ

ックにして、お土産として持ち

帰った。参加した山城優衣音さ

んは「最初は慣れなくて大変だ

った。徐々に慣れてたくさん釣

れてとても楽しかった。また行

きたい」と感想を話した。

（新城高仁通信員）

　【宜野座】宜野座村慰霊祭が

６月�日、村宜野座の村ふれあ

い交流センターで開かれた。同

センターでの開催は初めて。村

職員や村内各区の区長、各学校

の代表生徒ら約�人が参列した。

　村慰霊祭はこれまで村宜野座

の「慰霊之塔」で執り行われて

きたが、塔周辺が狭いことや足

場が悪いことが課題となってい

た。より多くの人が参列できる

よう、本年度からふれあいセン

ターでの開催となった。同セン

ターからは約�㍍先に慰霊之塔

を望むことができ、参列者は塔

を向いて手を合わせ、犠牲者の

冥福や恒久平和を祈った。

　當眞淳村長は戦後も続く米軍

基地問題や、村内民間地上空で

の米軍機訓練に伴う騒音被害に

触れ「今後も基地を取り巻く現

状と向き合い、関係団体と連携

を図りながら諸問題の解決およ

び負担軽減に向け行動する」と

あいさつした。 （武井悠）

　■南恩納行政区が能登支援に

�万円　恩納村の南恩納行政区

は８日、能登半島地震への義援

金�万３５４円を琉球新報社に託

した。義援金は区民からの寄付

金や、地域出身の作曲家・渡久

地政信氏の曲を歌う集いなど地

域のイベントで得た収益金、寄

付金の一部から充てた。

　仲嶺真樹区長は「住民生活に

直結するところに使ってもらい

たい」と話した。

　【本部】本部町老人クラブ連

合会（上間和彦会長）は６日、

本部町民体育館でニュースポー

ツ講習会を実施した。健康づく

りと交流親睦が狙い。

　各単位クラブから�人が参加

し、本部町スポーツ推進委員が

講師を務めた。町民体育館の職

員も運営に協力した。輪投げ、

マグダーツ、ボッチャ競技＝写

真＝を体験した。

　成績は次の通り。（敬称略）

　①平良美恵（健堅）②具志堅

昭（渡久地）③具志堅エミ子（大

浜） （上間宏通信員）

　【沖縄】第�回沖縄市少年の

主張大会（市青少年育成市民会

議主催）が９日、同市の農民研

修センターで開かれた。沖縄市

内の中学校から推薦された９人

が出場し、越来中学校３年の仲

村優菜さんと宮里中学校３年の

知花柚李さんが最優秀賞となっ

た。最優秀賞の２人は９月開催

予定の中頭地区大会に出場す

る。

　仲村さんは、話を聞いた戦争

体験者が亡くなったことなどか

ら、自分にできることとして「体

験者から聞いたことや戦争への

思いを身近にいる友達に伝えた

い」と訴えた。

　知花さんは、家族や自身の物

をフリーマーケットで販売した

経験から、ＳＤＧｓに関心を持

ち日常生活の行動が変わった経

験を話した。

　優秀賞は次の通り（敬称略）。

　稲嶺葵（山内中）、浦岡輝歩

（美東中）、備瀬心（コザ中）、

勝連光梨（球陽中）、安里璃音

（沖縄東中）、新里芽衣（安慶

田中）、佐竹虹春（美里中）

（福田修平）

　【恩納】恩納村は６月�日、

第�回村戦没者慰霊祭を村恩納

の慰霊之塔で開いた。村職員や

遺族などが参列し、恒久平和を

誓った。

　平和へのメッセージを読んだ

玉城梓恵菜さんは村山田のカー

ブヤーガマを授業で訪れた際、

当時避難していた人々の心情を

想像し「とてもつらく悲しくな

った」と振り返った。「悲惨な

戦争を繰り返してはならないこ

とを次の世代に伝えていく」と

誓った。

　長浜善巳村長は戦争の記憶が

風化する中、「改めて平和の尊

さを深く心に刻み、次の世代に

記憶を伝えていく」と誓った。

村遺族会会長の比嘉豊林さん

（�）は遺族の悲しみについて

「時には心が折れそうな時もあ

ったが、心の痛みに耐えお互い

助け合い励まし合いながら懸命

に生き抜いてきた」とあいさつ

した。 （武井悠）

　【うるま】うるま市の具志川

中学校（伊波努校長）は５日、

１年生２１０人余を対象に平和学

習フィールドワークを実施し、

４カ所の沖縄戦に関連する遺構

などを巡った。戦争の悲惨さや

残虐さを知り、恒久平和の探究
ぬち

で「命どぅ宝」を実感して生命

尊重、平和を未来につなげる心

を育てることが目的。

　生徒はバスに分乗して出発し

た。最初のグループ�人余が訪

ねたのは天願区の旧天願橋。沖

縄戦で米軍の上陸が迫る中、日

本軍が侵攻を妨害するため破壊

したが全壊に至らず、中央部分

でくの字に崩れたという。橋の

保存状態は良く、同市が説明板

を設置した。

　この日、天願川一帯の環境整
い い

備活動をしている天願生き活き

会（幸地良昭会長）が早朝から

橋周辺を除草作業し、生徒を出

迎えた。ガイドは同区出身の佐

々木末子さん（�）。沖縄戦と旧

天願橋の経緯を説明した佐々木

さんは「戦争は敵味方双方の尊

い命を奪う。絶対にしてはなら

ない」と平和を願う強い思いを

伝えた。

　生徒からは「こんな戦争遺構

があるのを初めて知った」「今

の平和な暮らしの大切さを心に

刻みたい」との感想が聞かれた。

フィールドワークではそのほ

か、具志川グスクの慰霊碑、石

川のヌチシヌジガマ、沖縄市知

花の奉安殿を見学して、それぞ

れガイドの説明を受けた。

（岸本健通信員）

（２０）市町村２０２４年（令和６年）７ 月２４日 水曜日第３種郵便物認可


